
広　報　　か　が　わ ホームページ 茅ヶ崎かがわ自治会第２９２号

2

２０２１年 6 月１日

http://kagawa-chigasaki.comHome page

石
井　

明
子　
　

26
・
１

花
元　

茂
次　
　

27
・
１

椎
野　

馨
司　
　

23
・
１

山
本　

和
美　
　

19
・
１

瀧
川
亜
紀
子　
　

20

落
合　

和
子　
　

７
・
２

石
井　

力
三　
　

８

荒
井　

亮
輔　
　

16
・
５

藤
林　

貞
雄　
　

24

西
留　

正
博　
　

30
・
１

小
松　

雅
明　
　

36
・
４

今
田　

嘉
彦　
　

38
・
１

平
川　
　

哲　
　

56
・
３

米
田　

伸
彦　
　

41
・
１

左
野　

友
也　
　

43
・
１

沼
上　

圭
介　
　

51
・
１

小
池　

敏
男　
　

24
・
３

南　
　

光
雄　
　

21
・
１

新
倉　

剛
明　
　

22
・
１

竹
内　

徳
幸　
　

11
・
１

井
上　

良
美　
　

４
・
２

安
永　
　

剛　
　

５
・
２

重
田　

光
一　
　

６
・
４

昆　
　

俊
郎　
　

30
・
２

原
田　

秀
樹　
　

１
・
１

遠
藤　

智
巳　
　

１
・
２

新
倉　

雅
弘　
　

10

森
井　

秀
男　
　

50

五
十
嵐
町
子　
　

23

金
山　

隆
一　
　

24
・
１

牧　
　

利
夫　
　

36
・
１

小
林
フ
サ
子　
　

38
・
６

　

４
月
か
ら
は
新
年
度
。
町
内
会
で
も

役
員
の
一
部
が
交
代
、
新
し
い
代
議
員

５
名
を
合
わ
せ
た
20
名
の
役
員
と
新
し

い
組
長
さ
ん
58
名
で
一
緒
に
力
を
合
わ

せ
て
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
会
員
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
２
０
２
０
年
度
で
し

た
が
町
内
の
活
動
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　

昨
年
度
の
町
内
会
は
、
入
会
が
８
世

帯
、
退
会
が
10
世
帯
あ
り
、
今
年
４
月

時
点
で
583
世
帯
で
す
。
そ
の
間
12
名
の

方
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

町
内
に
は
災
害
時
・
避
難
行
動
要
援
護

の
希
望
者
が
年
々
増
加
し
て
お
り
、
今

年
２
月
現
在
78
名
に
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
26
日
、
市
営
住
宅
遊
戯
公
園
内

新
防
災
倉
庫
前
の
除
草
を
実
施
。
敬
老

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
中
で
、

平
成
三
年
度
自
治
会
活
動
が
発
足
し
ま

し
た
。
地
引
網
、
浜
降
祭
が
中
止
と
決

ま
り
、
さ
て
他
の
事
業
行
事
は
如
何
な

る
事
に
な
る
か
と
案
じ
ら
れ
ま
す
。
今

年
一
年
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
組
長
さ
ん
は
早
速
自
治
会
費
の
集

金
か
ら
仕
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

●
第
二
町
内
会
活
動
計
画

・
定
例
役
員
会
（
月
１
回
）

・
ラ
ジ
オ
体
操
（
４
月
～
10
月
末
、
堂

庭
公
園
）

・
防
災
倉
庫
の
点
検
、
清
掃
（
第
一
公

園
、
堂
庭
公
園
）

・
竹
と
ん
ぼ
作
り
大
会

・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
（
月
１
回
）

◆
役
員
会
で
は
、
防
災
意
識
の
高
揚
を

目
指
し
８
月
末
を
め
ど
に
、
話
し
合
い

を
し
て
お
り
ま
す
。
途
中
で
す
が
役
員

よ
り
提
示
さ
れ
た
大
事
な
こ
と
を
、
こ

こ
に
記
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
日
の
９
月
21
日
に
は
該
当
す
る
25
名

に
敬
老
祝
金
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。

　

環
境
関
係
で
は
ご
み
ネ
ッ
ト
ボ
ッ
ク

ス
を
新
た
に
８
箇
所
、
ご
み
ネ
ッ
ト
を

６
枚
支
給
・
支
援
。
ま
た
、
池
田
電
気

南
側
と
香
川
公
民
館
南
側
に
そ
れ
ぞ
れ

進
め
ら
れ
て
い
る
10
世
帯
、
６
世
帯
の

新
宅
地
開
発
に
つ
い
て
、
ゴ
ミ
置
き
場

の
新
設
を
業
者
に
依
頼
し
て
い
ま
す
。

　

防
災
関
係
で
は
３
世
帯
に
感
震
ブ
レ

ー
カ
ー
の
新
規
設
置
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
マ
ス
ク
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
防
災

備
品
を
防
災
倉
庫
に
増
備
し
ま
し
た
。

　

防
犯
関
係
で
は
７
月
と
10
月
に
「
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
詐
欺
」、
「
オ
レ
オ
レ

詐
欺
」
事
件
で
旧
山
口
屋
お
よ
び
公
民

館
、
市
営
住
宅
、
香
川
小
学
校
側
の
防

犯
カ
メ
ラ
映
像
を
警
察
に
提
供
・
協
力

し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
掲
示
板
３
か
所

の
修
理
を
行
い
ま
し
た
。　

（
安
江
）

第一町内会第二町内会

第三町内会第四町内会
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令
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年
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■

　

香
川
自
治
会
代
議
員
名
簿

3

香
川
自
治
会
・
定
例
役
員
会
議
題

香
川
自
治
会
・
定
例
役
員
会
議
題

●
３
月
定
例
役
員
会
（
３
月
20
日
）

　

出
席
対
象
者　

自
治
会
長
、
副
代
表

　

町
内
会
長
、
部
会
長

　

議　

題

①
１
年
間
の
活
動
概
要
発
表
（
全
員
）

②
提
出
さ
れ
た
決
算
書
、
予
算
書
に
つ

い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ	

　
　
　
　
　

（
全
部
会
、
全
町
内
会
）

③
そ
の
他

・
令
和
３
年
度
事
業
費
の
支
払
い
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　

（
会
計
部
会
長
）

　

支
払
時
期　

４
月
３
日(

土
）

・
次
年
度
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
に
つ
い
て

・
会
館
管
理
員
の
交
代
に
つ
い
て

・
湘
北
地
区
自
治
会
連
合
会
の
会
長
職

に
つ
い
て

・
次
年
度
防
犯
カ
メ
ラ

に
つ
い
て

　

目
に
鮮
や
か
な
新
緑
の
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
昨
年
来
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

自
治
会
員
の
皆
様
は
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。

　

新
年
度
を
迎
え
自
治
会
活
動
が
ス
タ

ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
新
組
長
さ
ん
に

は
１
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
年
度
の
組
長
さ
ん
に
は
組
長
会
議

が
開
催
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
直
接
お

仕
事
の
詳
細
説
明
が
で
き
ず
、
申
し
訳

な
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
代
議
員

の
皆
様
に
は
個
別
に
お
願
い
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
気
持
ち
よ
く
お
引
き
受
け
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関

係
か
ら
自
治
会
活
動
も
制
約
を
受
け
、

計
画
事
業
の
内
イ
ベ
ン
ト
な
ど
多
く
の

方
が
集
ま
る
事
業
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

〇
当
町
内
会
で
は
、
北
部
（
熊
澤
酒
造

さ
ま
ト
ラ
ッ
ト
リ
ア
の
駐
車
場
奥
）
の

新
た
な
防
災
倉
庫
（
第
二
防
災
倉
庫
）

へ
青
少
年
広
場
に
あ
る
第
一
防
災
倉
庫

の
備
品
類
の
一
部
を
移
す
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
テ
ン
ト
や
発
電
機
な
ど
の
一

部
、
消
耗
品
の
一
部
な
ど
で
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
か

な
り
の
量
が
折
り
重
な
る
よ
う
に
詰
め

込
ま
れ
て
い
た
第
一
防
災
倉
庫
内
に
も

ゆ
と
り
が
出
来
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の

対
応
が
容
易
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
も
う
一
つ
あ
る
第
三
防
災

倉
庫
（
青
少
年
広
場
み
ず
き
寄
り
三
角

敷
地
）
の
活
用
と
防
災
訓
練
時
の
体
制

づ
く
り
な
ど
を
引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

〇
今
年
早
く
も
浜
降
祭
中
止
の
連
絡
が

入
り
、
他
の
催
し
物
の
開
催
も
危
ぶ
ま

れ
ま
す
が
、
逆
に
こ
の
こ
と
は
、
自
治

会
に
関
連
す
る
各
種
事
業
の
再
点
検
を

た
が
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
ご
み
や
美

化
等
の
環
境
活
動
、
防
災
の
感
震
ブ
レ

ー
カ
ー
の
設
置
な
ど
、
一
部
の
活
動
は

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
よ
り
依
然
と
し
て
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
続
い
て
お
り
、
既
に
浜
降
祭

も
中
止
が
決
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
町
内
会
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
特
に
例
年
と
大
き
く
変
わ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
早
い
終
息
が
図
ら
れ
、
年
度
当
初
計

画
し
ま
し
た
事
業
を
少
し
で
も
実
施
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
早
い
時
期

に
多
く
の
方
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
完
了

し
、
平
穏
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
地
域
の
安
心
・
安
全
に
努

め
、
明
る
く
安
全
で
住
み
良
い
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

最
後
に
自
治
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健

康
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。　

（
亀
井
）

《
今
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
大
地
震
（
大

火
災
）》

★
取
り
付
け
て
お
こ
う
こ
れ
だ
け
は
！

イ　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

ロ　

火
災
報
知
器

★
備
え
て
お
こ
う
こ
れ
だ
け
は
！

イ　

消
火
器

ロ　

飲
料
水

ハ　

非
常
食
品
（
七
日
分
以
上
）

ニ　

救
急
セ
ッ
ト

ホ　

懐
中
電
灯
（
予
備
電
池
）

ヘ　

そ
の
他
必
需
品

★
覚
え
て
お
こ
う
こ
れ
だ
け
は
！

イ　

第
一
避
難
所

　
　

（
第
一
公
園
・
堂
庭
公
園
）

ロ　

第
二
避
難
所

　
　

（
香
川
小
学
校
・
北
陽
中
学
校
）

ハ　

広
域
避
難
所

　
　
（
ス
リ
ー
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
ゴ
ル
フ
場
）

　

こ
れ
ら
を
初
め
の
一
歩
と
し
て
、
練

り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
上
総
）

第二町内会　ラジオ体操再開！
毎年恒例になっている第二町内会のラジオ体操が

４月から始まりました。10月末まで堂庭公園で行

われます。

　今朝もま
た 老いも若
きも イチ ! 
ニッ ! サン
!

す
る
良
い
機
会
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

自
治
会
は
、
地
域
の
安
全
、
安
心
に

欠
か
せ
な
い
組
織
で
あ
る
こ
と
に
疑
い

の
余
地
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ

れ
を
可
能
に
す
る
の
は
お
互
い
の
顔
が

見
え
て
こ
そ
で
、
各
種
催
し
物
は
そ
の

大
事
な
機
会
の
提
供
で
あ
る
訳
で
す
。

　

し
か
し
、
時
代
に
合
っ
た
方
法
、
負

担
の
少
な
い
方
法
、
よ
り
効
果
的
な
方

法
は
常
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
今
回
は
そ
ん
な
時
間
が
与
え

ら
れ
た
と
考
え
て
も
よ
い
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

〇
新
組
長
さ
ん
、
自
治
会
費
の
集
金
や

回
覧
等
年
度
早
々
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

今
年
度
も
ま
た
変
則
的
な
年
に
な
る
と

思
い
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〇
町
内
会
役
員
さ
ん
を
引
き
受
け
て
頂

け
る
方
、
積
極
的
な
ご
応
募
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
私
が
言
う
の
も
何
で
す

が
、
な
か
な
か
楽
し
い
で
す
よ
。

〇
地
域
の
安
全
・
安
心
を
皆
で
支
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
！　
　
　
　

（
前
原
）


